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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　著者らは、これまでにジオシンセティックス補強盛土の地震時における挙動についての研究１､2)を行ってき

た。本報告は、実地盤応力状態の地震時における法面保護工の拘束効果の違いによる補強盛土の挙動解明を

目的とした遠心加振実験の結果をまとめたものである。遠心加振実験時における盛土天端の沈下、法面の変

位、地盤内の応答加速度および補強材のひずみを測定することにより、地震時の地盤挙動の解明を目指した。

２．実験装置２．実験装置２．実験装置２．実験装置・実験方法・実験方法・実験方法・実験方法

　盛土材として鬼怒川砂（ρ t=1.54g/cm3、Dr=80%、

Dmax=2.0mm）を用い、補強材は最大引張強度 10kN/mのも

の（目合い寸法 28×40mm）を 2.5cm間隔で敷設した。法面

保護工にはアルミフレーム（W45×H20mm格子×厚さ 5mm、

背面に不織布を添付）とプレート（W45×H20mm格子×厚

さ 5mm、背面に 1mmのアルミ板を添付）を用いた。詳細な

模型作製方法については、前文 1)を参照されたい。

　実験ケースを表-1に、計測器の配置を図-1に示す。盛土高

さを 21cmとし、遠心加速度 40ｇ場で 8.4ｍ相当の盛土高さ

を想定した。盛土天端の沈下量を計測するため、法肩から 1cm、

11cm(遠心載荷時 0.4、4.4m)の地点にレーザー変位計を設置

した。法面の水平変位を計測するため、深度 1cm、18.5cm(遠

心載荷時 0.4、7.4m)の地点にレーザー変位計を設置した。補

強材の軸ひずみを計測するため、深度 1cm、3.5cm、8.5cm、

13.5cm、18.5cm(遠心載荷時、0.4、1.4、3.4、5.4、7.4m)の

補強材に 2cmピッチで4箇所両面にひずみゲージを取付け、

引張方向のひずみを測定した。加振条件は、正弦波(120Ｈz、

20波)を用い、最大加速度 800gal(１g場での加振加速度換算)

までのステップ加振とした。

３．実験結果および考察３．実験結果および考察３．実験結果および考察３．実験結果および考察

　深度 1cm（遠心載荷時は法肩より深度 40cm）における水平

変位と入力加速度の関係を図-2 に示す。ケース１、２とも

300gal付近で２～３㎜程度（遠心場約８～12㎝）と変形は少

なく、それ以降、徐々に水平変位量は増加しているものの、ほ

図-1 遠心模型実験用模型断面
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表-1　実験ケース

1g場 遠心載荷時

ケース１ フレーム 10cm 4.0m

ケース２ プレート 10cm 4.0m

補強材敷設長
法面保護工

図-2　入加速度と水平変位の関係（法肩）
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ぼ同様の傾向を示している。

  入力加速度と法肩の沈下量の関係を図-３に示す。ケース１、

２とも 300gal 付近まではほぼ同様の傾向を示しており、その

値も２～３㎜程度（遠心場約８～12 ㎝）と比較的小さい。

300gal 以降、ケース２に比較してケース１では若干沈下量が

増加しているのがわかる。これは、プレートを用いることによ

り、法面の拘束効果により地盤の局所破壊が抑制されたためと

考えられる。

　補強領域内に設置した加速度計（深度 2.25㎝および 9.75㎝）

の応答加速度と入力加速度の関係を図-4に示す。両ケースとも

法肩部の方が高い応答加速度を示している。これは補強材によ

り補強領域が一体化し、剛体と同様の挙動を行なっているもの

と思われる。耐震設計に対して上部の補強材の地盤に対する拘

束力が重要であると考えられる。入力加速度が 300gal を越え

たあたりから、ケース１では応答加速度が若干増加している。

これは、ケース１では入力加速度 300gal 付近から盛土法肩部

の変形が大きくなり、応答加速度が増加したと考えられる。

　図-５、６にケース１、２の最上段に設置された補強材のひ

ずみと入力加速度の関係をそれぞれ示す。ケース１の補強材

は 300gal以降ひずみが発生し始め、補強材の両端のひずみが

比較的大きくなっている。それに対し、ケース２の補強材は、

100galから 200 galでひずみが増加しているものの、入力加

速度の増加に伴うひずみ量の増加は比較的少ない。

  これらのことから、補強領域の変形が生じることにより、

応答加速度や補強材ひずみが挙動していることがわかる。す

なわち、補強材による変形抑制効果が振動時の盛土の挙動で

重要な要素であることを表している。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

  本研究は、実地盤応力状態の地震時における補強盛土の

挙動解明を目的として、法面保護工をフレームとプレート

の２種類を用いた遠心模型実験を行なった。 その結果、両

ケースとも非常に高い地震時の安定性を示しており、変形

に対応した応答加速度分布や補強材ひずみ分布が生じてい

ることが確認できた。
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図-4　入力加速度と応答加速度の関係
（補強領域）

図-3　入力加速度と沈下量の関係（法肩）
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図-5　入力加速度と補強材ひずみの関係
（ケース１：最上段の補強材）

図-6　入力加速度と補強材ひずみの関係
（ケース２：最上段の補強材）
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